近畿ブロック社協　能登半島地震社協支援チーム
８クール日報（２月２１日～２月２７日）
	報告日
天気
	２月２２日（木）
雨時々曇り
	報告者
	兵庫県社協：細井
※文中チームメンバー敬称略

	ボラセンの場所
	七尾市文化センター　※中島地区にボラセン機能を出張（サテライト）

	近ブロメンバー

	７クール：北川、鈴木、小仲、小牧、門脇、浜田、長井、山形、德岡、岡地
８クール：西田、森口、米田、山﨑、植野、河島、松本、井内、吉谷、細井

	（主な日程）
	8:00 七尾市文化センター着、資材準備
8:30 朝礼（→中島コミセンへ移動）
9:10 大学生ボラ着（15名）
石川県ボラバス到着（87名）
9:45 ・ボランティア受付
・オリエンテーション・マッチング
・ボランティア送り出し
・ニーズ受付
・現地調査
・ボランティア活動調整（活動先のアポとり）等
17:00 災害VC運営等に係る打ち合わせ（運営上の課題整理、対応等）
17:40 翌日のマッチングの準備（アポとり、車両運行予定）
20:00 活動終了

	報告事項

	班ごとに担当業務にあたりながら、第7クールからの引継ぎを行った。
※2/22(木)～2/23(金)の2日間、中島コミュニティセンターをサテライトとしてボラセン機能を移して業務を行っている。
〇近畿ブロックの役割（担当は体制図のとおり）
・マッチング班
：ボランティア受付、オリエンテーション、ボランティア送り出し、ニーズマッチング、車両配車、ボランティア活動先のアポ取り
・ニーズ班
：①ニーズ受付（電話対応、キントーン入力）
②資材担当（資材管理、資材リスト作成）
③現地調査（ニーズの現地確認、キントーン入力）
・廃棄物仮仮置場担当
：廃棄物の搬入誘導、分別・解体の指示だし
・運営支援
：七尾市社協との連絡調整、全体の方向性の検討・調整
・前日に撤収した仮仮置場（希望の丘テニス場）の清掃
〇VCの状況
［V 102名、ニーズ対応21件（うち完了16件、継続5件）］
・サテライト初日ということもあり、ボランティア到着までの準備に十分な時間がない中での対応であったが、引継ぎ日のため倍の人員体制で動くことができ、ボラセン運営に大きな支障は出なかった。
・金沢大学ボランティア・石川県ボラバスともに金沢駅から中島コミセンへ直行してもらったため、全体のスケジュールは全体に少し遅れた（中島地区は七尾市街より車で40分程度）。
・本日よりサテライトの中島コミセン駐車場に仮仮置場を移動。2日間で撤収予定。
・現地調査は矢田郷地区周辺で６件実施。

［運営上の工夫・改善等］
〇オリエンテーションについて
・中島コミセンはホールがあり、オリエンテーションを1回で終えることができた。時間的にも人員的にも余裕が生まれるため、オリエンテーションは1回で済ませられるのが理想。
〇仮仮置場について
・仮仮置場では廃棄物を分別するための解体作業に時間を要する。午前中に搬入した分は当日中に解体が間に合ったが、午後の活動で回収した分は翌日に持ち越しとなった。
　→23日(金)は仮仮置場の撤収が必要となるため、なるべく中島コミセンには残したくない。仮仮置場の受け入れを「13時半まで」に区切って活動を調整し、午後からは解体作業の増員を試みる。
　→依頼者宅にて可能な範囲で解体したうえでの持ち込みができると望ましい。
〇車両の調整について
・バディコム（スマホアプリ）を活用してオペレーションの効率化を目指す。本日からJCボランティアに協力いただき試運転。明日も引き続きバディコム搭載のスマホを貸し出す。
・今後、オリエンテーション時にバディコムの使用方法を配車担当から説明できるようにしていく。

	今後の主な予定
	・明日2/23(金)も引き続き、中島サテライトにてボラセン業務を行う。
　→ボランティア送り出しまでは本部の人数を最小限にし、サテライトの応援に入る。
・24日(土)からは通常どおり、矢田郷コミセンに拠点を戻す。仮仮置場も同時に移動（24～25日は七尾市美術館）。

	調整課題・所感等
	・ニーズ対応件数やボランティア受け入れ人数の増加もあり、マッチングが終礼までに間に合わない日が続いている。
・サテライト設置中は移動時間が増え、拠点の設営・撤収に人手や時間がとられ、本来のボラセン運営業務がずれ込んでしまう。明日24日(土)は本日の半分の人員になるので、なるべく人の移動が少なく済むよう全体を調整する必要がある。

	その他
	・QRコード読み込みでのボランティア登録のもれがないよう、繰り返しアナウンスする。
・ボランティアのお出迎え・お見送りを徹底する。
・毎日のルーティン作業（ボラセンのトイレ掃除、仮仮置場清掃など）はニーズ件数から除くことに。すでにIDを取得したものは削除する。



